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　今回の工事は、病院機能を稼働させながらの建替工事であり、新東館は１期工事と２期工事に分けて建設し、将来既存棟の建替を計
画している。建設状況の各段階によって大きく異なる熱電需要に対応することが必要であった。非常時の電源確保と共に、台数制御に
よって建設状況の各段階において高い省エネ性を発揮できる、小容量分散型のマイクロコージェネを多重設置する計画が最適であると
いう結論に至った。また、夏期のデマンド抑制や冬期の総合効率向上も重要と考え、各時季の熱電需要に対応すべく、熱主・電主運転
切替システムを構築し、最適な運用方法の実現を図った。
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【システム図・熱主運転の概要】

特別賞民生用部門

■ 熱主・電主運転切替システムを構築し、年間電主運転よりも総合効率が向上（59%⇒71%）
・性能検証を行いエネルギー料金単価を削減し、運用中（熱主運転：電主運転＝273日：92日）

■ 防災性・電源セキュリティ性向上の取り組み
・コージェネ12台すべてBOS仕様。12台連結し、機器緊急停止・メンテナンスのリスクを回避
・中圧ガスBによるガス供給
・受変電設備及び熱源設備を建物屋上に設置し、津波や増水等の水害に対する影響を低減
・自立運転時、約400kWの発電が可能で保安負荷（ポンプ類）の大部分にインバータモータを採用し、負荷変動が生じても問題ない
ように設計

■ 各種講演会で本事例のPRに取り組む
・九州ホスピタルショウ2015年、福岡県コージェネレーション導入セミナー、（公社）空気調和・衛生工学会学術研究発表会（九州）お
よび平成28年度技術講演会（東京）、第58回全日本病院学会

排熱利用時の料金単価は買電電力料金単価を下回っており、平成28年7月においては5.89円/kWh削減できており、有効なシステム運用で推移している。

【電気系統図・重要負荷選定】

【エネルギー料金単価の推移】

・2次側負荷運転台数によるコージェネの運転台数を演
算し、中央監視より運転許可
・停電時（自立運転時）は12台運転

　2011年3月に発生した東日本大震災、東京電力福島第一原子力発電所事故を受け、医療施設においては、地域住民の命を守る病院
の使命として、災害時にも医療行為を継続する必要があった。当院においても、非常時のBCP向上に加え、平常時のエネルギーの高効
率運用を課題と考えマイクロコージェネの導入により改善を図った。
　また、平常時においては、エネルギーを効率よく使用するために、時季によって変動するエネルギー需要に対し柔軟に対応すべく、熱
主・電主運転切替システムを構築し、熱電需給バランスを最適化することにより高効率運用を実現した。

建物外観イメージ（新東館コージェネ設置）
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※コージェネが供給できる電力・熱を商用系統から給電・熱源機から熱供給
した場合と比較した時のエネルギー削減率
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重　要　機　能
重　要　室

医療行為を継続

・手術室
・心カテ室
・中央材料室
・病室
・サーバー室
・災害対策室

・医療ガス
・水
・照明
・医療用コンセント

・ＥＬＶ
・上水加圧ポンプ
・上水揚水ポンプ
・雑用水加圧ポンプ
・汚水ポンプ
・雑排水ポンプ

・雨水ポンプ
・高温排水ポンプ
・湧水ポンプ
・一部厨房機器
・プレハブ冷蔵冷凍庫
・厨房除害

施設機能を維持
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